
新基幹システム構築プロジェクトで
約30の基幹システムを統合

2006年4月、伊藤忠テクノサイエンス株式

会社は、情報共有と業務プロセスの効率化

などを目指し、約30の基幹システムを統合す

る、新基幹システム構築プロジェクトをスター

トさせた。

「従来の基幹システムは、各システムが個

別に動いていました。経営分析をタイムリーに

行うなど、経営の『見える化』を実現するため

には、各システムを統合して、シームレスかつ

効率よく運用できる、新基幹システムを構築

することが必要でした」と藤原氏は語る。

2006年10月、同社と株式会社CRCソリュー

ションズが合併。システムのコンサルティング

から設計・開発、運用・保守サポート、アウト

ソーシングまでをワンストップで提供できる

強靭なシステムインテグレータ“新生CTC”

として生まれ変わった。

基幹システムの統合は、新生CTCとして

の総合力の発揮のためにも重要だった。

きめ細かな制御と
他社製品との連携の実績を評価

「新基幹システムは、すべての業務を支える

ものであり、止まってはならないシステムです。

しかも、システム同士の連携は複雑で、膨大

なバッチ処理を正確に制御して動かさなけ

ればなりません。システム開発のきわめて早

い段階でジョブ管理ツールを選定したのは、

ミッションクリティカルなシステムを支えるき

わめて重要な要素だったからです」と伊藤氏

は説明する。

複数の製品を慎重に比較検討したうえで、

日立の統合システム運用管理「JP1」のジョ

ブスケジューラ「JP1/AJS2」を選んだのは、

バッチジョブでエラーが発生したときのリカ

バリ処理をきめ細かく制御できることがポイ

ントのひとつだった。

「あらかじめ設定したスケジュール通りに動

かすだけなら、手作りのプログラムでも対応

できるかもしれません。しかし、バッチ処理と

いうのは必ずエラーが発生します。そのとき

に、エラーの内容をすばやく確認したり、後続

のフローをきめ細かく制御できるのが、JP1の

魅力でした」と竹中氏は語る。

JP1/AJS2を使えば、エラーで止まったジョ

ブの流れを、再度動かすまでにかかる時間

を大幅に短縮でき、「複数の処理がすべて終

わらないとスタートしてはいけない」といった

設定も確実に制御できる。カレンダー設定機

能も柔軟できめ細かい。さらに、他のシステ

ム同士のバッチ処理を制御して、その結果を

新基幹システムに反映するといった連携を
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一元的に管理できるのだ。

もうひとつの重要なポイントは、バッチ処

理で他社製品の特殊プログラムを採用した

が、この特殊プログラムとの連携が確実に

できることだった。

「この特殊プログラムとの連携の実績が

最も豊富だったのが、JP1でした。われわれに

とってこの特殊プログラムの利用は初めてでし

たが、日立は、これを安心して制御できる技術

とノウハウを提供してくれたのです」（竹中氏）。

さらに、社内のJP1に精通した専門部署に

相談できる安心感も大きかった。

「JP1/AJS2 - DA」の活用で
編集・修正作業を効率化

2008年7月、新基幹システムがJP1ととも

に稼働を開始した。

「従来のシステムでは複数システムにまた

がっていたデータを、一元的に扱いながら、

効果的な経営分析をすばやくできるようにな

りました。前日までの業績データを日々あた

りまえのように利用できるのは、背後で、

JP1が夜間バッチを確実に動かしているおか

げでもあります」（竹中氏）。

新基幹システムでは、他社製品の特殊プロ

グラムの90％以上をJP1/AJS2が制御してい

る。ジョブ数は約1,000本で、これを数百の

ジョブネットへ体系立てて登録して運用して

いる。

「JP1/AJS2を利用することで特殊プログ

ラムをキックしてバッチ処理をスタートさせ、

終了時のステータス情報も特殊プログラム

から自動取得するような動きをスムーズに実

現できました」（竹中氏）。

バッチ処理は大規模で、ジョブは互いに連

携していて複雑だが、JP1の画面を見れば、

それぞれのジョブのステータスがひと目で

わかる。エラー発生時には、監視センター

で24時間監視をしているオペレータへ警告

メールが自動的に送信される。

エラー発生からリカバリまでの時間を短縮

でき、運用管理工数の削減にも役立ってい

るのである。

ジョブ管理の効率をさらに上げるために、

ジョブ定義をMicrosoft® Excelで編集し、

一括定義ができる「JP1/AJS2 - Definition

Assistant（以下、JP1/AJS2 - DA）」も利用

している。

たとえば、ジョブネットの要素をMicrosoft®

Excelへ抽出し、そこで検索したり、編集をし

たうえで、JP1に戻すといったことがスムーズ

にできるのである。

「通常のジョブ編集・修正作業は、JP1の

画面で十分スピーディにできますが、本番環境

をコピーして開発環境を作ったり、一時的に

実行する小さなバッチ処理を短時間で作ると

いったときに、JP1/AJS2 - DAは便利です」

と伊藤氏は評価する。

JP1/AJS2 - DAでジョブネットの情報を出

力して、Microsoft® Excel上でグラフィカル

表示するマクロプログラムも作り、開発チー

ム内でバッチ処理の状況確認などに活用し

ている。

JP1のログ記録分析で
より戦略的な運用計画

さらに、JP1のジョブ予測時間と実際にか

かった時間を記録し、より戦略的な運用計

画にも活用している。

「JP1のログを使って実行時間をチェック

して、運用計画を立てたり改善したり、処理

に長い時間がかかったジョブを分析して問

題を発見したりしています。すべての業務を

支えるシステムですから、何よりもまず安定

稼働が重要ですが、バッチ処理をできるだけ

効率よく行う工夫も不可欠なのです」と藤原

氏は語る。

運用管理工数を削減しながら安定稼働を

支え、さらに、戦略的なログ分析や問題発見

も容易にできるJP1は、CTCの総合力発揮の

基盤となる新基幹システムをしっかりと支えて

いるのである。
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システムのコンサルティングから設計・開発、運用・保守サポート、
アウトソーシングまでをワンストップで提供するシステムインテグレー
タ。CTCプリンシプル「Challenging Tomorrow's Changes」の志を
持って、確固たる価値観（Value）のもとに、明確なる使命（Mission）
を実行し、目標（Vision）の達成に挑戦し続けることを経営理念とし
ている。


